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一
-

関
東
州
大
和
葡
山
の
構
造
に
就
て

(
岡
版
第
四
版
附
)

松

下

1
､
緒

言

大
和
仰
山
は
大
連
市
の
北
方
に
､
大
連
轡
を
距
て
J
襲
え
る
観
東
州
壁
向
の
名
山
で
あ
っ
て
､
勝
地
の
飲
み
を
い

闘
米
州
に
在
任
の
多
数
の
邦
人
を
惹
き
つ
け
て
居
る
.
又
地
形
聾
的
ほ
は
近
凍
地
形
聾
者
ーこ
注
目
rb
れ
て
居
る
遼
東

埴
平
原
(
4
､
7
)
の
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
と
し
て
地
畢
愛
好
者
の
あ
せ
ね
-
知
る
所
で
あ
ら
う
｡

最
近
此
の
山
の
探
勝
者
の
籍
に
数
人
の
専
門
家
の
審

い
ね
案
内
啓
が
出
版
rb
れ
て
､
其
中
に
は
地
撃
的
知
識
も
新

井
槻
太
郎
博
士
(
5

)
及

び
稲
田
収
作
氏
(
6
)
に
ょ
つ

て豊
富
に
盛
ら
れ
た
.
其
の
他
此
の
山
の
束
麓
に
あ
る
石
綿
産

地
の
地
質
に
就
て
は
満
城
地
質
調
奄
朗
々
貞
其
の
外
の
方
の
報
告
が
出
て
居
る
｡
然
し
大
和
仰
山
の
地
質
構
造
は
佃

は
充
分
に
明
に
さ
れ
カ
と
は
言

へ
覆

い
.

箪
者
は
旅
順
在
任
昏
噂
数
回
此
の
山
及
び
其
の
附
近
を
訪
れ
て
､
其
の
構
造
に
就
て
未
署
聴
表
さ
れ
て
居
な

い
審

ど
も
を
制
か
知
る
rJ
と
が
出
水
ね
の
で
､
露
に
其
の
結
果
を
公
表
し
て
同
畢
維
賢
の
参
考
に
供
し
､
且
つ
叱
正
を
碍

細
米
州
大
和
伯
山
の
柵
進
に
光
て

こ竺
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たいと皿ふ.

筆者の訓頚は飼ほ不完全であわ'親米である｡然し車にも良好を露出は遠望して地質を判断するrJとを吋能をらしめねので､調査上便宜を得る朗が少-をかつね｡遠望は露頭の直接の観察を補ったのみ在らず､地質構造の大観に非常は役立った.無し知部に亘っては現地･ほ於ける調査HLJ必要とし､机は共を果して居覆い箇所が少-覆い｡其等は今後の梯骨に譲る乙とJLで､苗には聾者の今

までの結典を敬表する｡

詳しい詮蓮に入る前に大和仰山及び其の附近の1般地質の概観を試みょうO大和仰山の殆ど全部を造るものは聾者が大和仰山枕と呼ぶ朗の選且系珪岩層(下部には珪坂岩を爽ひ)である｡絶って本節に於て論述の主脱とする所は大和相山銃の構造はある乙とは言ふまで79をい.同舵の下には平行不盤倉に結晶質石衣岩､千枚岩､雲母片岩等よ少成る鼎暦があって､此の山の北'西側の山腹の下部を造る｡筆者は此の暦を響水寺続と名づける.木枕は遮光晩年肘の大部む構成する片麻岩系によって貫入されて居る.一方大和仰山枕は大和村山の茶腹下部に於で筆者の開尭就農磯子階粘板岩暦によって整合的に政経される｡東食には後者と断層はよって境されて､後者の上に位する関東統南闘髄階及び廿井子階が存在する｡大和相山の南濃には大断層を以て大和梅山続と境ruれて､筆者の金州統南山階(下部塞武系)が庚-発蓮する｡以上の譜暦のうち大和仰山統'関東枕､商山階の中には盤基性岩が主と七で岩床状をなして貫入する｡大和仰山に於では塞武系よ-新しい仙骨Iとしては

折田紀河成砂硬骨廃園拙桝膚があるーこ過ぎない0



1
..一､.1､一.ll.1一

二
､
一倍

序

こ
れ
よ
少
各
岩
層
に
就
て
記
述
す
る
が
､
共
等
の
う
ち
響
水
寺
柾
と
片
麻
岩
系
の
諸
性
栗
､
並
は
両
者
と
大
和
相

川
続
の
三
者
間
の
相
互
鋸
係
に
就
て
は
筆
者
は
嘗
っ
て
論
述
(8
)
し
た
乙
と
が
あ
る
の
で
､
茄
に
は
略
述
に
止
め
る

大
和
桐
山
続
に
就
て
は
該
報
文
執
築
後
多
数
の
新
春
蜜
々
登
児
し
わ
｡

(
I
)響
水
寺
統

前
記
の
通
わ
之
は
大
和
仰
山
の
北
､
西
側
山
腹
の
下
部
｡芝
:苛

､
結
晶
磐
石
奮

石
へ
千
枚
岩
､

雲
母
片
岩
等
よ
り
成
る
累
暦
で
あ
る
｡
本
棟
の
名
桁
は
大
和
楯
山
の
北
蘭
麓
に
あ
っ
て
､
邦
人
間
に
も
よ
く
知
ら
れ

て居
る
道
教
の
寺
院
の
名
か
ら
探
っ
た
｡

響
水
寺
続
は
大
和
仰
山
の
南
相
方
は
あ
る
鳳
凪
叫
の
北
側
に
も
あ
る
.
其
の
他
同
山
の
西
濃
に
も
あ
る
と
推
定
す

る
が
'
未
だ
確
め
て
居
を

5,0

響
水
寺
舵
は
大
略
南
東
に
二
五
-
六
〇
皮
の
単
科
構
造
を
な
し
'
二
五
〇
-
四

〇
〇
米
の
暦
厚
を
有
す
る
｡
上
下

の
二
部
に
分
た
れ
る
.

(

A

)

下
部
の
雲
母
悲

万
-

千
枚
岩
層
は

二
二
〇
･土
1O
C
米
の
厚
さ
を
持
ち
､
絹
白
衣
色
乃
至
昔
褐
次
色
の
雲
母

片
岩
及
び
韻
色
乃
至
黒
衣
色
の
千
枚
岩
よ
少
成
る
｡
其
の
間
に
は
厚
さ
約
二
米
の
珪
岩
層
が
爽
要
れ
る
rJ
と
が
あ
わ
､

叉
響
水
寺
と
胡
陽
寺
と
の
問
に
は
〇
･
五
-

tl
O
米
の
三
I
凹
闇
の
白
色
､
稀
に
扶
育
次
色
の
細
粒
結
晶
贋
の
扇
桃

状
石
灰
岩
が
爽
在
す
る
｡
此
の
石
衣
岩
暦
は
従
妹
の
地
質
間
は
畢

1
の
厚
い
屈
桃
状
塊
と
し
て
表
さ
れ
て
居
る
が
'

そ
れ
は
別
に
誤
り
で
あ
る
｡
響
水
寺
に
あ
っ
て
､
満
水
の
挽
き
出
る
稀
琴
洞
と
耶
す
る
洞
猫
も
異
の
石
衣
洞
で
は
夜

離
水
州
大
利
仰
山
の
桃
姓
に
就
て

こ
望
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妨
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八
容

筋
四
班

二
伸
四

四

-
'
石
衣
岩
と
雲
母
片
岩
と
の
境
に
穿
た
れ
て
居
る
様
で
あ
る
0
(A
)暦
の
雲
樽
片
岩
及
び
千
枚
岩
は
極
少
畳
の
電

気
石
の
徴
晶
む
含
ん
で
居
る
｡
叉
同
岩
の
石
英
は
著
し
い
波
動
消
光
を
耶
す
.

(
B
)上
部
の
石
衣
岩
及
び
粘
板
岩
膚
は
主
と
し
て
石
衣
岩
よ
-
鹿

-
､
最
上
部
に
二
〇
米
の
粘
叔
岩
層
を
有
L
t

途
中
は

1
0
-
二
〇
米
の
貼
坂
岩
暦
を
爽

ひ
乙
と
が
あ
る
｡
石
衣
岩
は
次
白
色
-
白
色
'
軸
粒
乃
至
撤
密
で
､
練
泥

質
物
或
は
黒
雲
母
及
び
白
雲
母
を
含
む
こ
と
が
あ
る
｡
槍
鋸
す
る
に
細
長

い
石
英
粒

(
波
動
滑
光
h
lを
L
t
横
に
亀

裂
が
あ
る
)
が
方
僻
石
の
地
の
中
は
暦
鉦
は
平
行
は
並
ん
で
居
る
.｡
其
の
他
に
正
長
石
'
白
雲
灘
及
び
紋
泥
石
が
含

ま
れ
て
居
る
O
粘
板
岩
の
中
に
は
(
A
)の
場
合
の
如
-
､
電
気
石
の
徴
晶
が
入
っ
て
居
る
｡
之
は
(
A
)の
と
同
じ
-

岩
礁
の
エ
マ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
由
る
も
の
と
息
は
れ
る
｡
(
A
)
の
雲
母
片
岩
が
粘
土
質
堆
積
岩
よ
1,
.襲
っ
た
乙
と
も
明

で
あ
る
0

輩
者
は
響
水
寺
続
を
沓
口
同
幅
(2
)
の
前
塞
武
利
韮
紀
片
岩
類
及
び
石
衣
岩
類
'

鳳
風
域
(

3

)

及
び
奉
天
同
幅

(
10
)
の
前
案
武
利
亜
下
部
暦
は
相
普
す
べ
き
も
の
と
考

へ
て
居
る
｡

(
二
)片
麻
岩
系

之
を
造
る
岩
石
を
筆
者
は
次
の
様
に
分
け
て
見
た
｡

(

a

)

雲
母
片
麻
岩

(
乳
白
色
の
白
雲
母
片
麻
岩
'
ca.縞
状
黒
雲
母
片
麻
岩
t
c6-純
黒
色
不
連
箱
状
の
縞
を
有
す

る
雨
雲
付
片
麻
岩
t
al維
異
色
の
縞
を
有
す
る
淡
紅
色
雲
倒
片
麻
岩
'
恥

恨
球
状
片
麻
岩
､
)

(b
)純
廉
黒
雲
母
片
麻
岩

(
C
)
雲
付
片
岩

(
d
)
石
基
片
岩



(
e
)L判
閃
井
川石

以
上
の
中
で
C3'､
恥
が
最
も
多

い
｡

(

e

)

は
飽
基
性
腺
岩
か
ら
哀
っ
た
も
の
で
､
(
C

)､
(d
)及
び
琴
b
-
(
b
)

は
水
成
岩
鯨
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

(
a
)

の
申

C3'､
a=.
､
a..は
貫
入
片
麻
岩
と
m
心
は
れ
る
｡
以
上
の
諾
岩
を
貫
い

て
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
脈
及
び
石
基
脈
が
多
数
あ
る
O
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
は
片
排
に
沿
っ
て
層
々
賞
人
を
覆
し
て
居
る
こ
と

が
よ
-
あ
る
｡

片
麻
岩
系
の
片
排
は
大
髄
に
放
て
北
兼
乃
東
光
北
東
に
走
-
､
南
東
に

一
五
-
七
〇
度
傾
斜
す
る
｡
此
の
片
紺
は

響
水
寺
続
の
そ
れ
に
略
々
平
行
で
あ
っ
て

両
者
の
境
は
大
髄
片
班
に
平
行
の
様
で
あ
る
が
t
z
字
状
を
覆
し
て
居

て
.
片
麻
岩
が
響
水
寺
続
の
雲
付
片
岩
中
に
侵
入
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
.

又
地
表
に
表
れ
る
片
麻
岩
よ
か
離
れ

て
雲
母
片
岩
中
に
黒
雲
母
片
麻
岩
の
応
桃
状
塊
が
存
在
す
る
｡
之
は
明
に
後
者
が
前
者
中
に
侵
入
し
た
も
の
で
あ
る

前
記
の
如
-
片
麻
岩
系
の
主
な
も
の
は
貫
入
片
麻
岩
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
で
､
花
園
岩
質
岩
壁
が
水
成
岩
層

(
現
存

す
る
響
水
音
続
の
下
位
の
も
の
)
中
に
貫
入
し
て
鎌
じ
た
も
の
と
想
像
n
れ
る
｡
又
前
述
の
水
成
岩
派
と
推
定
す
る

譜
岩
は
捕
虜
岩
で
な
け
QrJ..1ば
掌
ら
な
い
｡
塾
水
寺
枕
の
変
質
も
主
と
し
て
花
梅
岩
賞
人
に
揮
っ
て
行
は
れ
カ
も
の
と

考

へ
る
の
が
最
も
妥
常
で
あ
る
.
此
の
花
繭
岩
の
賞
人
は
'
を
の
影
響
が
大
和
仰
両
統
に
は
現
れ
な

い
の
で
'
大
和

桐
山
統
堆
積
前
と
考

へ
ら
れ
る
｡

(
≡
)大
和
尚
山
統

本
紙
の
名
桁
は
木
枕
が
大
和
楯
山
の
大
部
分
を
構
成
し
て
居
る
の
で
'
且
っ
又
本
紀
が
本
山

に
ょ
-
敏
捷
す
る
様
に
‖
心
は
れ
I,～J
が
故
に
筆
者
(
9
､

一
C
J頁
)が
輿

へ
た
79
の
で
あ
る
が
'
共
棲
旅
順
､
大
運
間
の

地
境
訓
賓
を
試
み
る
往
及
ん
で
後
地
方
に
甚
だ
よ
-
礁
連
す
る
こ
と
を
知
っ
た
｡
後
地
方
の
調
香
結
巣
は
近
-
微
衷

胸
水
州
大
和
仰
山
の
柵
進
に
放
て

話

現

計
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球
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八
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節
qE
T
批

二

男

六

ru
れ
る
筈
で
あ
る
が
､
去
る
四
月
の
地
異
拳
骨

等
の
紙
骨
に
放
て
簡
単
に
暦
序
を
話
し
た
(
13
)
｡

筆
者
の
調
査
に
ょ

れ
ば
旅
順
､
大
逆
問
に
放
て
本
紙
は
三
二
〇
C
米
以
上
の
厚
ruを
有
し
､

a
-
f
の
七
暦
に
分
け
ら
れ
る
.
大
和
村

山
に
於
て
は
其
中
の
C
'
d
､
f
が
あ
る
丈
で
､

乱
､
b
及
び

e
は
映
け
て
居
る
C
厚
さ
は
断
層
の
た
め
に
正
確
を

乙
と
は
言

へ
夜

い
が
二
〇
〇
〇
米
を
少
し
追
え
る
ら
し

い
｡
主
と
し
て
珪
岩
よ
-
成
-
間
に
粘
板
岩
乃
至
珪
柾
岩
と

炎
人
で
居
る
｡
問
版
第
四
版
の
地
質
閲
ほ
は
暦
厚
狭
び
構
造
の
表
現
に
役
立
ね
し
め
-化
と
し
て
､
大
約

)
0
0

m
毎
の

暦
両
の
露
頭
線
h
l記
入
し
て
見
た
｡

後
述
す
る
通
-
'
大
和
桐
山
に
は
数
多
の
断
層
が
走
っ
て
居
る
が
､
其
の
中
の
勝
水
寺
､
鳳
凪
購
'
地
水
産
の
三

断
層
に
ょ
つ

て大
和
仰
山
銃
は
四
位
域
に
分
た
れ
て
居
る
｡
其
の
名
を
暇
に
北
帥
置
域
'
中
郷
笛
域
､
南
部
置
域
､

鳳
嵐
山
匿
城
と
呼
ぶ
乙
と
は
す
る
.

北
朝
置
域
に
於
け
る
大
和
村
山
紋
は
其
の
下
部
暦
で
あ
っ
て
､
響
水
寺
統
k
.奉

行
不
整
合
に
被
覆
す
る
｡
基
底
を

境
と
し
て
地
表
傾
斜
が
急
曝
し
､
そ
れ
よ
わ

上
に
珪
岩
の
急
崖
が
そ
･J
-
立
っ
｡
本
堤
域
に
現
れ
る
本
練
の
厚
ruは

約
六
〇
〇
米
に
達
し
､
主
と
し
て
珪
岩
よ
b
鹿

る
が
'
中
林
に
約

一
〇
〇
米
弟
の
間
隔
.kJ以
三

一
〇
-
四
〇
米
'
時

は
六
〇
I
一
〇
〇
米

(
四
二
四

･
正
米
峠
即
ち
新
昔
博
士
の
三
屯
峠
の
北
東
､
商
及
南
西
側
)
の
粘
板
岩

(
珪
板
岩

の
こ
と
が
よ
く
あ
る
)
昔
を
爽

U
｡
此
の
鼎
は
長
-
敢
-
乙
と
も
､
又
応
桃
形
で
尖
滅
す
る
乙
と
も
あ
る
｡

此
の
帯

は
粘
板
岩
又
は
珪
板
岩
の
外
に
珪
岩
の
背
骨
(〇
･五

-
一
米
)
を
爽
む
こ
と
が
あ
る
0
以
上
の
如
p
J性
異
よ
ら
鬼

れ

ば
北
部
低
域
の
大
和
仰
両
統
は
前
記
旗
順
'
大
連
間
の
e
暦
に
封
比
せ
L
U
べ

き
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

中
部
笹
戒
の
大
和
相
川
続
も
約
六
〇
C
米
の
骨
原
,打･有
し
､
申
稀
に
粘
板
岩

暦
を
爽
人

で
居
る
｡
北
珊
箇
域
の
も



の
と
の
層
序
上
の
靭
係
は
只
北
部
の
79
の
よ
-
上
の
暦
準
に
あ
っ
て
､
悲
ら
-
地
東
に
現
れ
な
い
闇
準
が
両
区
域
の

地
層
の
間
は
あ
る
の
で
あ
ら
う
と
息
は
れ
る
以
上
に
は
明
で
安
い
｡
申
稲
の
粘
族
岩
層
堅
二
角
瓢
の
北
方
及
び
北
蘭

方
の
路
傍
で
は
十
五
米
の
厚
n
を
有
し
､
時
に
珪
質
で
あ
る
｡
潜
水
寺
の
前
方
に
於
で
北
々
兼
は
走
る
厚
n
約
六
.0

米
の
千
枚
岩
状
粘
板
岩
暦
旦
剛
地
の
暦
と
同
暦
準
の
も
の
と
m
仙
は
れ
る
0
以
上
を
中
部
粘
坂
岩
暦
と
恨
耶
す
る
｡
三

角
鮎
ま
わ
北
の
腫
走
路
の
途
中
五
五
六

･
六
光
水
準
鮎
北
倣
兼

3
0
0m

の
地
鮎
に
79
粘
坂
岩
暦
が
露
出
す
る
が
之
は

上
記
中
部
粘
放
岩
層
よ
4
1
7
0
0
兆
下
の
暦
準
の
79
の
で
あ
る
.
大
和
桐
山
と
鳳
風
山
と
の
間
の
鳳
風
溝
の
谷
の
米

側
の
岩
壁
下
部
(
地
形
間
大
和
細
山
同
幅
の
下
報
よ
旦

1五
〇
I
五
五
〇
米
の
間
)
に
は
珪
坂
岩
(〇
･
11-
玉
水
)
と

珪
岩
(〇
･
二
-

一
･五
米
)と
の
互
暦
が
畿
連
す
る
.
厚
さ
約
二
〇
米
に
及
ぶ
で
あ
ら
う
｡

此
の
暦
は
中
部
粘
坂
岩
暦

よ
-
約
三
〇
〇
米
下
の
暦
準
に
あ
る
ら
し
い
｡
此
の
中
部
置
域
の
大
和
荷
山
舵
は
大
僧
に
於
て
放
順
大
連
間
の
d
暦

に
封
此
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
.

南
部
筒
域
は
四
値
域
中
最
79
戯

い
面
積
を
占
め
て
居
る
が
'
粘
磐

石
は
な
-
､
大
和
椅
山
枕
は
仝
-
珪
岩
よ
･Ct成
っ

て
居
る
｡
厚
さ
は
少
く
と
も
七
〇
〇
米
以
上
あ
る
.
最
下
部
は
中
部
匿
城
の
地
厚
と
多
少
重
複
し
て
居
る
か
も
知
れ

な
い
｡
南
部
位
域
の
地
厚
は
恐
ら
-
旅
順
､
大
運
問
の
f
暦
は
相
皆
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

鳳
風
山
置
域
の
大
和
銅
山
続
は
五
〇
〇
兼
以
上
の
骨
厚
を
有
L
t
主
と
し
て
哲

石
よ
-
成
る
が
'
下
位
よ
-
順
に

各
々
約
三
〇
米
'
九
〇
米
､

一
〇
米
の
珪
板
岩
層
を
爽
ん
で
居
る
.
此
の
暦
序
は
北
部
置
域
の
も
の
と

非
常
に
良
-

似
て
居
て
､
術
値
域
の
地
層
は
共
に
族
順
､
大
連
間
の

C
腎
に
封
比
さ
れ
る
｡

以
上
四
位
域
を
絵
描
す
れ
ば
次
の
過
少
で
あ
る
｡

大
和
湖
山
を
構
成
す
る
同
名
の
地
層
は
上
､
中
､
下
の
三
部
に

関
米
州
大
和
仰
山
の
柵
超
に
裁
て

孟

七

七



地

球

妨
十
八
%
l

節
的
批

二
宍

八

分
た
れ
､

仝
暦
厚
は
二
〇
〇
〇
米
を
少
し
超
え
る
｡
下
部
は
約
六
〇
〇
氷
で
'
主
と
し
て
珪
岩
よ
･et成
る
が
'
二
〇

!
四
C
兼
の
粘
収
岩
-
珪
戒
i莞
仰
の
三
雅
を
爽
ん
で
居
て
､
北
部
及
び
鳳
風
山
麓
域
を
占
め
る
O
此
の
暦
は
旗
順
'

大
越
間
の
C
暦
に
封
此
ru
れ
る
｡
前
報
文
に
大
和
繭
両
統
(
a
)暦
(
9
､

二

百
)と
し
た
の
は
即
ち
之
で
あ
る
0
中

部
管
は
中
部
置
域
を
構
成
し
約
六
〇
〇
米
で
大
部
分
珪
岩
よ
わ
成
-
､
中
位
に
珪
粧
岩

.
-
粘
坂
岩
暦

(
一
五

-
六
〇

兆
)
下
位
に
珪
板
岩
､珪
岩
互
暦
を
爽

ひ
.
木
犀
は
旅
大
間
の
d
暦
に
潜
る
｡
上
部
腎
は
南
部
置
域
を
構
成
す
る
も
の

で
厚
rb
は
約
七
〇
〇
米
､
仝
-
珪
岩
ま
わ
成
っ
て
居
る
｡
之
は
凝
大
間
の
f
暦
に
封
此
さ
れ
る
｡
中
'
上
部
暦
は
前

報
文
の
大
和
佃
山
統
(b
)暦
で
あ
る
｡

次
に
岩
肇
に
就
て
略
述
す
る
｡
大
和
伺
山
紋
の
珪
岩
は
白
色
'
時
に
次
白
色
で
細
粒
結
晶
蛍
で
あ
る
｡
暦
両
に
は

漣
痕
が
明
に
仰
せ
ら
れ
て
居
る
乙
と
が
よ
-
あ
る
0
錐
査
す
る
に
小
は
〇
･
〇
四

-
〇
･
〇
九
粍
'
大
は
〇
二

四
-

〇
･
二
〇
縄
の
石
英
粒
の
モ
ゲ
イ
ッ
ク
よ
少
成
み
､
粒
間
の
境
は
縫
令
状
を
毒
し
'
十
字

一三

γ
で
は
波
動
滑
光

を

覆
す
.
此
の
岩
石
の
中
に
は
可
成
多
数
の
直
雑
〇
･
1
三
-
〇
･
二
〇
邦
の
丸

い
巷
隙
が
あ
る
｡

鮎
板
倉
及
び
珪
坂
岩

は
北
ハに
黒
色
又
は
黒
衣
色
乃
至
昔
脊
次
色
で
あ
っ
て
'
粘
板
岩
は
千
枚
岩
質
で
あ
る
.
珪
坂
岩
と

い
ふ
の
は
よ
-
見

る
と
薄

い
(〇
･
三

-
1
粍
)
白

5,珪
岩
質
の
尭
片
を
爽
む
か
､
又
は
そ
れ
と
粘
板
岩
貿
韮
片
と
が
密
に
互
暦
す
る
も

の
を
指
す
.
鋸
査
す
る
に
､
黒
-
於
色
の
韮
片
は
主
と
し
て
白
雲
母
の
小
片
(長

〇
･
〇
三
兆
､
厚
0
･
〇
一
耗
)よ
む

成
-
'
〇
･
〇
二
耗
の
石
英
粒
を
伴
S
､
及
贋
物
を
含
有
す
る
｡
珪
岩
質
の
部
分
は
〇
･
〇
二
粍
の
石
英
粒
と
白
雲
母

の
小
片
よ
-
成
-
､
多
数
の
応
桃
状
の
大
聖
石
英
粒
(長
〇
･
二
五
-
〇
･J.ハ
粍
､
幅
〇
･
一
五
-
〇
･三
粍
)
を
含
ん
で

居
る
｡
石
英
粒
は
す
べ
tJ
波
動
滑
光
を
夜
す
｡



(
E
Z
)関
東
統

隅
兼
柾
は
昭
和
五
年
輩
者
が
(
9
､

一
二
貫
)跳
莱
州
の
大
都
仰
山
荻
と
金
州
統

(
下
部
塞
武
利
亜

系
)
と
の
問
に
両
者
と
整
合
の
関
係
は
あ
る
石
衣
岩
の
地
暦
に
対
し
て
典

へ
ね
名
桝
で
あ
る
｡
皆
時
筆
者
は
其
の
骨

原
聖

二
首
数
十
米
と
算
定
し
て
唐
花
の
で
あ
る
が
､
其
の
後
金
州
以
南
の
地
域
を
調
査
す
る
ほ
及
び
'
本
紋
は
七
階

は
分
け
る
乙
と
が
出
水
'
絶
厚
三
六
〇
〇
米
に
達
す
る

一
大
鼎
骨
で
あ
る
乙
と
を
知
っ
た
｡
(
S
r
13
参
照
)

大
和
銅
山
の
兼
腹
下
部
及
び
莱
恋
に
は
七
階
の
中
の
長
嶺
子
階
'
南
開
覇
階
及
び
甘
井
子
階
が
露
出
す
る
.

長
嶺
手
階
は
韮
腹
下
部
監

守

､
於
胤
屯
は
南
北
に
延
び

て出
て
居
る
.
兼
側
は
断
層
で
切
れ
て
居
る
た
め
は
露

れ
る
厨
の
厚
さ
は
約
四
〇
〇
米
で
'
略
々
南
北
に
走
-
､
兼
に
六
〇
-
七
〇
度
傾
斜
す
る
｡

岩
石
は
衣
紋
色
又
は
黒

衣
色
､
次
色
千
枚
岩
状
粘
磐

石
で
あ
る
が
､

小
枚
嵐
附
近
に
於
け
る
本
陣
下
部
は
珪
磐

石
で
あ
っ
て

屡
々
珪
岩

(
〟
-
三
光
)
と
爽
有
す
る
0

此
の
長
嶺
子
階
を
筆
者
は
嘗
っ
て
大
和
荷
両
統
に
属
せ
し
め
､
同
統
(

C

)

暦
と
し
雲

9
'

〓

貢
)が
'
其
の
後

鑑
査
置
城
の
債
張
に
従
3
'
寧
ろ
上
の
闘
兼
洗
南
舶
載
階
と
後
に
名
づ
け
カ
地
層
に
密
接
を
捌
係
が
あ
上

梓
府
性

堆
積
暦
た
る
大
和
銅
山
続
か
ら
有
機
的
(
或
は
化
撃
的
)
沈
積
暦
た
る
開
発
続

へ
の
中
間
層
と
見
倣
す
け
至
-1
'
開
兼

親
に
属
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
｡

補
剛
崩
階
と
廿
非
子
階
と
は
長
嶺
子
階
の
占
め
る
地
域
の
東
側
'
即
ち
石
綿
屯
に
現
れ
る
｡
長
嶺
子
階
と
は
南
北

行
の
断
層
で
切
断
さ
れ
て
居
る
O

福
助
楓
階
は
北
東
に
走
り
､
南
東
に
傾
斜
す
る
｡
岩
石
は
鼎
次
色
又
は
膏
黒
色
'
薄
板
状
の
珪
質
石
巻

石
及
び
撤

壊
布
衣
岩
で
あ
っ
て
､
金
州
以
南
の
も
の
と
金
-
同
様
で
あ
る
｡

脚
九
州
大
利
仰
山
の
雑
踏
に
裁
て

ニ

発

九



地

球

節
十
八
程

妨
四
批

ニ
k･'

0

10

甘
井
手
階
は
育
黒
色
又
は
黒
衣
色
或
は
淡
骨
次
色
､
細
粒
殖
晶
貸
白
票
岩
ユ
-
成
っ
て
居
る
｡
走
向
は
北
か
ら
南

へ
行
-
と
北
ハほ
北
東
か
ら
南
北
は
曲
カ
.
傾
斜
は
南
東
乃
至
架
で
四
〇
-
六
〇
度
あ
る
.
此
の
地
層
中
に
は
異
色
の

斑
据
岩
･～
輝
練
岩
質
の
脈
岩
が
二
櫨
の
､
厚
n
七
〇
-
八
五
米
の
屈
跳
状
岩
床
又
は
岩
脈
(兼
側
)
を
覆
し
て
貫
入
し

て
居
る
｡

こ
れ
に
接
し
た
白
雲
岩
は
白
色
乃
至
淡
純
色
､
撤
密
､堅
杖
な
ネ
フ
ラ
イ
ト
状
の
も
の
に
鼻
化
し
て
居
る
｡

此
の
鼻
質
は
下
躯
に
於
て
著
し
く
'
婁
貸
借
は
厚
さ
TTTli
O
米
を
超
え
'
岩
床
基
経
よ
り

一
-
二
米
下
に
於
て
犀
川
は

平
行
に
厚
さ

一
-
五
糎
の
石
綿
髄
床
が
用
凍
て
居
る
｡
石
綿
は
白
色
繊
維
状
で
'
繊
維
の
方
向
は
暦
排
に
垂
直
で
あ

る
｡

冊
は
上
記
ネ
フ
ラ
イ
ト
様
率
質
岩
に
は
時
に
黄
銀
飯
及
び
黄
銅
鮎
の
小
粒
が
含
ま
れ
て
居
る
rJ
と
が
あ
る
｡

(
五
)全
州
統

筆
者
は
的
兼
州
の
下
部
裳
武
系
を
斯
-
柿
L
t
下
か
ら
商
山
階
､
三
十
里
曝
階
､
渚
家
梯
階
に
分

け
る
｡
大
和
仰
山
の
南
方
な
る

一
〇
〇
米
以
下
の
低
い
丘
陵
地
は
本
紙
南
山
階
よ
-
成
る
｡然
し
凹
地
は
砂
塵
で
溝
rb

れ
､
大
和
仰
山
の
南
濃
は
崖
錐
に
ょ
っ
て
被
は
れ
で
居
る
0
岩
石
は
他
地
方
の
も
の
と
金
-
同
じ
-
､
衣
紋
色
の
粘

板
岩
が
主
で
あ
っ
て
'
其
間
に
薄

い
(放
水
を
出
な

い
)珪
岩
潜
む
爽
ん
で
居
る
｡
珪
岩
は
白
色
又
は
準
白
色
で
あ
る

が
､
時
に
紫
黒
色
叉
は
練
炭
色
の
薄

い
韮
片
を
爽
ひ
(
一
粒
に
五
-
六
枚
の
〇
･
五
耗
の
葉
片
)
rJ
と
が
あ
る
｡
珪
岩

は
通
常
丘
頂
を
造
っ
て
居
る
｡
董
家
溝
食
､
石
綿
屯
‥舞
子
河
の
西
方
の
丘
の
尭
崖
に
は
三
光
の
小
渦
巻
暦
が
あ
る
｡

之
は
嘗
っ
て
託
し
た
乙
と
の
あ
る
三
十
旦
盤
織
橋
の
上
流
約
二
二
五
〇
火
の
左
岸
に
あ
る
79
の
(
9
㌧

1
五
百
)
に
よ

-
似
て
居
る
｡
此
の
暦
の
中
に
は
珪
質
石
灰
岩
が
あ
る
｡
其
の
他
石
灰
岩
は
金
州
よ
･C由
馬
橋
間
､
大
孤
山
'
董
家

溝
等
ほ
薫
る
途
中
'
九
里
庄
と
王
家
屯
と
の
中
稗
の
路
傍
に
露
れ
て
居
る
｡

然
し
之
は
附
妃
に
頗
-
出
た
邸
糊
岩
質

脈
岩
中
に
捕
獲
さ
れ
た
様
な
状
態
に
な
っ
て
居
-
1
白
色
の
ネ
フ
ラ
イ
ト
様
の
も
の
に
化
し
て
居
る
O



相
投
本
荒
は
附
し
･rt～
地
質
図
の
範
囲
よ
-
少
し
南
米
に
外
れ
る
が
､
韮
家
構
骨
､
帝
桃
屯
ー
耶
家
窺
問
の
西
方

(董

家
溝
に
至
る
道
路
々
傍
)
に
は
南
山
階
の
上
に
三
十
里
僅
階
の

R

edTichia
を
含
む

紫
色
粘
板
岩
暦
が
出
て
居
る
.

之
は
耽

レ.
て
は
従
妹
託
施
さ
れ
た
乙
と
が
無

い
疎
で
あ
る
の
で
､
茄
に
託
し
て
置
-
O

(
大
)脈
岩

既
に
述
べ
た
通
り
､
大
和
銅
山
柾
か
ら
金
州
続
に
亘
る
仙
骨
中
に
は
鱒
基
性
脈
岩
が
主
と
し
て
岩
床

状
に
貫
入
し
て
居
る
｡
其
の
他
潜
水
等
の
南
方
に
は
大
和
細
山
枕
の
粘
板
岩
中
に
花
尚
斑
岩
の
貫
入
岩
床
が
あ
る
｡

大
和
館
山
紋
の
四
低
域
の
う
ち
､
北
部
置
域
に
は
脈
岩
は
少
㌢

響
水
寺
か
ら
直
ち
に
莱
方
山
塀
を
登
っ
て
観
著

聞
に
向
ふ
途
中
に
､
大
和
銅
山
続
の
基
底
上
約

tl
C
C
米
の
骨
準
は
約

一
〇
米
の
岩
床
が
あ
る
｡

其
の
他
観
音
閥
か

ら
博
に
向
ふ
道
路
の
途
上
､
粘
故
岩
中
に
約
四
〇
-
五
〇
米
の
岩
床
が
入
っ
て
居
り
'
潜
水
寺
に
は
三
〇
米
(
GL･)
の

岩
床
が
あ
る
O
又
北
聴
在
る
背
陰
罪
か
ら
山
に
上
る
途
ほ
79
.1
0
米
の
も
の
が
あ
る
｡

中
部
低
域
に
於
で
は
塩
基
性
脈
岩
の
像
連
歌
も
著
し
-
､
山
の
酉
腹
に
蛮

い
両
種
を
占
め
て
現
れ
る
O

唐
王
腰
か

ら
北

へ
一
凶
0
0
米
の
間
延
び
で
居
る
露
頭
は
最
も
大
で
あ
る
｡
帽
は
最
大
四
〇
〇
米
に
連
す
る
｡
現
出
状
態
は
遠

望
L
k
l方
が
よ
-
判
る
が
'
斑
岩
の
向
斜
部
に
岩
床
と
し
て
貫
入
し
た
も
の
で
あ
る
乙
と
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
｡

岩
石
は
維
兼
色
1
暗
緑
色
､
申
-
粗
粒
で
あ
っ
て
､
時
に
雌
力
に
よ
っ
て
剥
排
を
生
じ
て
居
る
rJ
と
が
あ
る
.
此
の

岩
石
は
球
状
に
風
化
し
て
､
附
塊
状
の
外
観
の
も
の
と
な
っ
て
地
上
に
縛
っ
て
居
る
｡
地
形
的
に
此
の
麟
基
性
岩
の

所
は

一
般
に
珪
岩
の
桝
よ
少
も
綬
傾
斜
の
機
で
あ
る
｡
又
草
木
は
珪
岩
地
よ
り
79
良
-
壁
ず
る
枚
に
見
ら
れ
る
｡

鳳
凪
山
の
北
聡
よ
少
庸
王
殿
に
募
る
途
中
に
も
同
じ
岩
石
の
不
規
則
夜
岩
床
状
憶
が
称
す
る
｡
厚
さ
約
二
〇
〇
米

北
西
-
南
東
に
延
び
長
さ
約
四
〇
〇
米
で
消
滅
す
る
様
で
あ
る
｡

胸
水
州
大
和
仰
山
の
柵
造
に
就
て

ニ
空

.

1
1



地

球

妨
十
八
怨

節
凹
班

孟

ニ

1
二

餌
は
山
稜
の
縦
走
路
に
於
で
は
'
五
五
六

･
六
米
峯
の
西
側
及
び
北
方
に
'
幅
数
米
の
艶
基
性
岩
岩
脈
が
北
々
某

に
走
っ
て
赤
准
す
る
｡
之
は
該
方
向
の
裂
櫨
に
沿
っ
て
貫
入
し
た
79
の
と
瓜
は
れ
る
.
岩
石
は
甚
し
-
分
解
し
て
居

る
0南

部
置
域
の
大
和
館
山
就
中
に
は
奥
義
性
岩
は
少

い
.
山
頂
の
三
角
瓢
附
妊
よ
-
兼
に
下
る
二
つ
の
山
燐
の
海
披

三
八

〇
来
附
近
で
は
傾
斜
が
急
に
綬
-
な
っ

て水
平
に
近
-
衣
-
'
且
つ
夏
時
に
は
雑
草
の
生
え
て
居
る
所
が
あ
る
｡

筆
者
は
米
だ
現
場
を
踏
査
し
て
居
な

いが
'
地
形
及
植
生
よ
わ
'
そ
そ
に
堕
基
性
岩
の
岩
床
が
珪
岩
中
は
貫
入
L
tJ

居
る
rJ
と
を
推
定
す
る
｡
そ
れ
は
そ
の
下
の
塞
樺
に
於
て
飽
韮
性
岩
の
岩
片
が
称
す
る
rJ
と
で
遁
沓

n
れ
る
と
瓜
人

.

鳳
風
山
匿
域
に
は
聾
者
の
踏
査
し
た
範
囲
で
は
飽
基
性
岩
は
無

い
様
で
あ
る
｡

束
腹
下
部
の
､
大
松
風
か
ら
小
松
嵐
に
亘
っ
て
存
在
す
る
槻
東
統
'
長
嶺
子
階
の
中
に
は
三
五
1
五
C
米
の
堕
基

性
岩
尿
が
貫
入
し
て
居
て
､
粘
板
岩
に
若
干
の
接
禰
鼻
栗
を
典

へ
､
硬
化
せ
し
め
て
居
る
｡
此
の
岩
床
の
北
方
の
延

長
部
は
後
述
の
岩
河
を
隔
て
J

布
L

t
地
水
産
断
層
に
満
っ
て
某
に
折
れ
曲
っ
て
居
る
｡

靭
兼
絃
廿
井
子
階
に
も
鰻
基
性
岩
岩
床
が
貫
入
し
､
そ
の
接
栖
鮮
麗

に
よ
っ
て
石
綿
等
が
仕
じ
て
居
る
rJ
と
は
既

は
廿
井
子
階
の
所
で
託
し
た
の
で
TlaSに
は
略
す
る
0

金
州
統
南
山
階
の
場
合
も
班
に
述
べ
カ
.

以
上
述
べ
た
盤
基
性
脈
岩
は
慣
練
色
乃
室
練
黒
色
で
､
完
晶
嚢
t
等
粒
状
で
あ
っ
て
､
鋸
査
す
る
に
輝
石
及
び
斜

長
石
(
野
次
長
石
)
よ
り
成
-
､

一
部
白
チ
タ
ン
石
に
化
し
た
チ
タ
ン
銭
鮎
を
件
ふ
｡
輝
石
は
久
.フ
ル
石
に
担
っ
て
居

る
rJ
と
が
あ
る
｡
石

排
は
輝
練
岩
石
排
で
あ
る
｡
従
つ
/L
此
の
脈
岩
は
輝
線
岩
で
あ
る
が
､
粒
の
比
校
的
大
き
夜
も



｣

1
,L
p･:Jl

の
は
蹴
糊
岩
と

い
っ
て
も
発
支
な
い
と
瓜
は
れ
る
｡

(
七
)
第
四
系

之
は
(
a
)
古
拙
河
成
層
､
(b
)新
期
河
成
層
､
(
C
)
肋
粘
僚
'
(
a
)岩
河
堆
積
層
､
(

2

)

扇
状
堆

積
暦
に
分
iJ
れ
る
｡

(

a

)

満
期
相
成
暦
は
朝
陽
寺
の
前
の
､
東
北
東
か
ら
柑
商
館
に
走
る
谷
の
南
側
に
あ
っ
て
､
主
と
し
て
大
和
細
山

統
珪
岩
の
角
磯
よ
り
成
る
離
層
で
あ
っ
V
･
谷
底
よ
り
約

一
〇
米
以
上
高

い
段
丘
髭

苛
.'
朝
陽
寺
の
封
崖
に
放
て

南
方
な
る
鳳
風
溝
と
の
分
水
外
を
覆
し
.TJ
居
る
｡
此
の
磯
暦
は
後
述
の
迫
-
葡
鳳
風
鱗
に
堆
積
し
カ
も
の
で
あ
っ
て

其
の
稚
苗
後
の
或
る
時
期
に
河
は
響
水
音
の
前
を
流
れ
る
河
に
斬
首
さ
れ
た
の
で
あ
る
.

.

(
b

)

新
姐
河
成
暦
と

い
ふ
の
は
大
和
桐
山
と
鳳
風
両
と
の
間
の
鳳
風
溝
及
び
大
和
何
山
の
東
側
に
､
大
健
闘
兼
続

の

土
地
の
混
練
を
限
る
谷
(
薬
子
河
と

い
ふ
ら
し

い
)及
び
大
和
仰
山
の
南
側
に
あ
る
丘
陵
地
昔
の
低
所
に
堆
積
し
た

も
の
"i)指
す
｡
主
と
し
て
大
和
佃
両
統
の
珪
岩
の
角
磯
乃
車
並
列
機
､
大
磯
よ
･Ct成
る
O
上
記
の
二
つ
の
谷
に
は
平

常
は
水
は
無

い
が
,
大
雨
に
際
し
三

時
に
多
量
の
砂
塵
が
流
rD
れ
'
途
中
に
堆
積
す
る
外
､
南
方
在
る
丘
陵
地
昔

に
入
っ
て

勾
配
の
急
減
の
薦
め
に
乱
流
し
そ
れ
に
後
記
の
崩
精
骨
の
も
の
も
加
っ
て

旗

い
範
囲
に
堆
精
し
ね
も

の
♪

考

へ
ら
れ
る
｡

(
C
)崩
結
府
は
大
和
桐
山
及
.び
鳳
凪
山
の
商
麓
に
あ
る
79
の
で
'
此
等
の
山
の
南
側
の
急
斜
両
に
あ
る
珪
岩

(
一

部
珪
板
岩
)
が
機
械
的
に
崩
壊
し
､
そ
の
破
片
が
黍
カ
に
よ
っ
て
下
方
に
働
行
'
落
下
し
て
麓
に
堆
積
し
カ
も
の
で

あ
る
｡

(d
〕
岩
河
堆
積
暦
は
大
和
銅
山
些
南
鮎
の
東
側
に
敏
す
る
谷
が
､
赦
初
北
東
方
に
進
み
'
次
で
東
方
に
向
き
を
換

附
加
州
大
利
仰
山
の
柿
迫
に
就
て

童

≡
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節

十
八
穆

節
四
出

三
吉

一
四

へ
る
所
か
ら
下
流
の
部
分
に
聴
蛙
す
る
も
の
で
あ
っ
て

堅
政
で
は
あ
る
が
脆
-
､
裂

碑
に
富

む
珪
岩
が
霜
の
作
JH
及
び
室
夜
の
気
鋭
の
差
に
基

い
で
磯
城
的
.rJ>
崩
壊
し
て
生

じ
だ

石
塊
､
大
角
磯
'
塵
が
谷
壁
を
落
下
し
'
此
故
的
綬
-
在
っ
た
谷
底
に
堆
積
し
谷

を
探
-
班
め
た
の
で
あ
る
｡
岩
河
或
は
岩
氷
河
(r
ock
gta
cie
r)
在
る
譜
は
澱
も
よ
く

!.lni!水苛湘方 300釆or)山｣･.よ り南党

此
の
も
の
を
表
し
て
居
る
｡
幅
は
澱

大
三
五
〇
米
は
蓮
す
る
っ
下
流
部
は

東
商
兼
に
向
ひ
､
閲
兼
統
両
軸
嶺
階

及
び
片
麻
岩
系
の
上
を
柵
小
夜
起
伏

に
あ
せ
-
舶
係
な
-
大
磯
や
磯
が
被

覆
し
て
居
る
.

(

e

)

扇
状
堆
積
暦
'
堆
積
暦
と
し

た
の
は
極
め
て
小
規
模
の
79
の
で
あ

っ
て
'
大
和
仰
山
の
問
側
の
多
く
の

谷
の
末
端
に
春
す
る
｡
地
形
閲
に
も

其
の
形
態
が
表
さ
れ
て
居
る
O
最
も

小
規
模
を
も
の
は
庸
王
殿
下
の
地
水

産
の
谷
の
末
端
に
あ
っ
て
'
圃
錐
の



第 同

石,1.liiTtt軌寄倒下南方より四に大利(.'Jjlljは紫む

=.Y..
..∴
､､
..
.､
･
p.･r
JT!

高
n

は

一
〇
米
を
低
に
超
え
る
ほ
過
ぎ
夜

い
が
､
地
形
同
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
居
る
｡

三
､
構

造

構
造
の
大
朝

班
蓮
の
通
-
大
和
銅
山
の
如
き
鉾
田
が
甚
だ
良
好
で
'
急
傾
斜
の
山

に
於
で
は
'
少
し
離
れ
た
地
瓢
か
ら
望
見
す
る
方
が
構
造
の
大
観
に
と
っ
て
好
都
令
で

あ
か
､
有
効
で
あ
る
.
従
っ
て
筆
者
は
踏
査
中
種
々
の
方
向
よ
-
遠
望
L
t
出
凍
る
限

-,l
ス
ケ
ッ
チ
h
L為
し
た
｡

先
づ
金
州
方
南
よ
り
観
れ
ば
､
既
述
の
北
部
置
域
の
地
暦
は
右
に
傾
斜
す
る
が
'
中

部
'
南
部
の
地
暦
は
賂
々
水
平
ら
し
-
見
え
る

(
仔
綱
に
見
れ
ば
摺
仙
ら
し

い
も
の
が

見
え
る
)
0

然
る
に
蘭
北
西
乃
至
北
々
蘭
よ
♪
望
見
す
れ
ば
､
些
舟
峯
の
下
に
'
右
に
樽
倒
し
た

戒
夜
摺
曲
が
明
に
見
え
る
(
第
二
同
)
｡

之
は
既
に
多
-
の
人
が
注
意
し
カ
所
で
あ
っ
て

村
上
博
士
(
1
､
)
も
新
堀
博
士
(
5
'
二
三
貢
)も
之
を
託
し
た
o

次
に
北
方
か
ら
見
れ
ば
地
層
は
唯
水
平
は
見
え
る
ほ
過
ぎ
を

い
｡
兼
方
に
廻
っ
て
79

中
､
南
部
低
域
は

l
風
水
卒
暦
よ
か
成
る
が
如
-
ほ
思
は
れ
る
(第
三
間
)
｡
然
し
近
づ

い
て
よ
く
見
れ
ば
東
腹
,(tJを
す
地
層
は
東
方
に
急
斜
す
る
rJ
と
が
判
る
｡
南
方
か
ら
の

望
見
に
よ
れ
ば
大
和
桐
山
は
背
斜
暦
よ
¢
成
る
城
に
E
心
は
れ
る
(第
四
間
)

O

棚
批
州
大
和
仰
山
の
船
遊
に
耽
て

ニ歪

.I五



第 四 閲

二 二 三 至 〒 ≡ 二

三 三 三 ⊆ ≧

大孤Lll骨塊家屯孫家継 より北 に大柳 -'･川Jを望む

第 五 固

J..li家屯や八艶屯陣家屯の北淡500米の地瓢 よ

り桁南iLiに鳳凪山を党む

六 周

鳳
風
両
に
就
で
は
北
方
(第
五
岡
)及
び
東
方
か
ら
見
て
地
厚
が
北
楽

節

に
傾
斜
す
る
rJ
と
が
明
で
あ
る
｡

以
上
は
す
べ
て
低
地
よ
-
の
遠
望
の
場
合
で
凍
る
が
､
山
上
に
登
っ

て
山
の
他
の
部
分
を
望
ん
だ
場
合

を
次
に
詑
ru
う
｡

甫
細
菌
域
の
内
の
敢
南
部
の
山
上
か
ち
北
望
す
る
に
大
和
伯
山
最
南

部
の
構
造
躍
然
と
し
で
目
前
に
展
開
し
'
批
観
を
極
め
る
(第
六
間
)O

叔南部LLl上よ 1)最7E.･;紫方術を党む(山頂の方向はN12E)



rD
は

7
姫

ス
ケ
ッ
チ
は
あ
る
通
わ
ー

敢
高
郷
は
背
斜
静
ま
-
威
力
､
其
の
両
翼
は
直
立
に
近

い
急
傾
斜
を
を
し
て
居

る
｡

ス
ケ
ッ
チ
の
向
つ
て
左
に
白
-
表
し
た
部
分
は
草
木
の
茂
っ
た
朋
で
ー

蟹
基
性
岩
よ
-
皮

-
,'
地
表
は
起
伏
が

少

い
.
其
の
下
に
於
て
は
地
層
は
緩

い
向
斜
暦
を
な
し
て
居
る
｡
そ
の
手
前
に
横
は
る
両
に
於
で
も
向
斜
暦
が
見
え

る
が
､
其
の
右
に
蓮
る
背
斜
は
甚
だ
綬
憶
で
あ
る
｡
餌
は
澱
高
峯
と
左
下
の
高
峯
と
の
間
か
ら
襟
し
､
左
は
水
平
に

進
み
､
次
で
下
に
下
る
線
が
見
え
る
が
､
之
は
北
東
-
関
南
の
断
層
(
湖
水
違
断
雪

組
で
あ
る
｡
此
の
断
層
よ
ら
手

前
に
於
で
は
背
斜
暦
の
断
翼
の
傾
斜
は
綬

い
｡

第 七 問

424.5米峠より縮氷雨 を望む

跳
水
州
大
和
仰
山
の
林
曲
に
放
て

以
上
の
観
察
を
覆
し
た
地
瓢
か
ら
眉
根
俸
ひ
ほ
北
行
す
る
間
'

右
手
の
山
腹
に
は
六
〇
-
七

〇
度
の
仙
骨
が
見
ら
れ
る
0
重

点
鮎

よ
与
党
に
北
方
に
縦
走
し
て
も
兼
側
の
山
腹
は
兼
に
傾
斜
す
る
地

層
よ
･Jl
成
る
を
見
る
｡
朝
陽
方
寺
両
か
ら
観
音
闇
に
越
そ
る
四
二

四

･
五
米
の
峠
(
新
帯
氏
の
三
屯
峠
)
に
達
し
で
南
望
す
る
に
南

々

西
に
昔
っ
て
前
記
の
所
謂
特
例
摺
曲
が
見
え
る
(
第
七
閲
)
｡
然
し

斯
-
の
如
-
正
面
か
ら
見
れ
ば
決
し
て
樽
倒
し
て
居
を

5'｡
背
斜

の
西
翼
の
中
程
に
出
来
た
小
向
斜
と
逆
断
層
と
が
著
し
い
ほ
過
ぎ

な

い
｡

術
は
班
に
ス
ケ
ッ
チ
(
第
二
間
)
を
渦
げ
ね
が
響
水
寺
の
兼
上
方

の
山
上
よ
少
南
方
を
望
ひ
に
'
西
腹
の
向
斜
の
西
紀
は
急
斜
を
夜

二
重

一
七
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し
向
斜
軸
に
鮫
基
性
岩
が
現
れ
て
居
る
｡

以
上
の
遠
望
に
ょ
る
執
轟
を
綜
祇
す
れ
ば
次
の
通

り
で
あ
る
｡

(
こ
略
々
南
北
の
山
麓
に
治
以

1
背
斜
が
あ
-1
､
そ
の
乗
数
の
傾
斜
は
急
で
あ
る
｡

(
二
)最
高
瓢
の
何
南
を
北
東
-
歯
間
に
走
る
断
層
が
迫
か
､
そ
の
北
開
側
(
即
ち
前
･hiで
述
べ
カ
中
部
低
域
)で
は

大利佃Tl胤 の御 身100米 水平噺何問(r"J掛 ま100米
布の暦両の階口を示す)

該
背
斜
の
相
異
は
急
刺
し
'
且
つ
其
の

中
に
小
向
斜
､
逆
断
暦
を
生
じ
て
居
る

に
反
し
､
該
断
暦
の
南
東
側

(
即
ち
南

部
高
域
)
に
於
で
は
背
斜
の
西
紀
は
綬

傾
斜
を
な
す
｡

(
≡
)上
記
の
背
斜
の
蘭
に
向
斜
が
あ

っ
て
'
中
部
区
域
で
は
そ
の
簡
翼
も
急

傾
斜
を
な
し
て
居
る
が
'
南
部
置
域
で

は
緩
傾
斜
を
な
す
.
向
斜
は
南
に
薫
る

と
共
に
不
明
瞭
と
な
み
'
敢
南
部
に
於

て
は
消
滅
し
去
る
｡

(
四
)北
部
置
域
の
地
暦
は
怖
々
南
に

傾
斜
す
る
0



(五
)鳳
風
E
を
造
る
地
臨
咽
は
北
東
は
傾
斜
す
る
｡

以
上
で
大
和
荷
山
の
構
造
の
概
略
は
知
･a
村
た
が
､
岡
よ
わ
之
丈
で
は
不
充
分
で
あ
る
｡
妃
に
露
蘭
は
即
い
て
の

直
接
の
観
察
及
び
絵
柄
的
考
察
が
必
要
で
あ
る
｡
筆
者
は
此
の
結
合

に
よ
っ
て
既
に
掲
げ
た
地
質
間
を
作
製
し
た
が

そ
れ
に
於
で
は
大
和
仰
山
雑
の
構
批=)
を
別
に
す
る
た
め
に
略
々
1
0
0
光
春
の
暦
両
の
露
頭
線
か
.t記
入
し
た
｡
其
外

に
特
に
構
造
の
明
確
を
概
念
を
輿

へ
ん
が
名
に
海
抜

一
〇
〇
米
の
水
平
両
で
切
っ
た
水
平
断
面
閲
(第
八
聞
)
を
造
つ

/し
見
た
｡
普
通
の
維
断
面
図
は
勿
論
作
っ
た
｡
(
第
九
固
)

大
和
尚
山
統
地
の
E
Z区
分

既
述
の
過
少
大
和
伯
山
舵
の
占
め
る
地
域
は
勝
水
寺
'
地
水
嘉
､
鳳
風
山
の
三
断
層

に
ょ
っ
て
四
区
域
に
分
け
ら
れ
る
｡

筆
者
が
静
水
寺
断
層
と
い
ふ
断
層
は
勝
水
音
の
兼
方
よ
-
姦
し
､▲
静
水
寺
の
南
方
を
通
っ
て
西
南
閥
に
向
ひ
､
山

を
越
え
て
湖
陵
寺
の
前
の
谷
の
上
流
に
出
て
､
そ
れ
よ
-
方
向
を

南
問
に
婁
じ
､
響
水
等
続
と
大
和
荷
山
耗
Lと
の
間

を
劃
す
る
.

一
旦
鳳
夙
溝
断
層
に
よ
っ
て
商
に
柳
配
し
て
､
鳳
凪
山
の
北
側
に
現
れ
'
再
び
大
和
餌
山
枕
を
響
水
寺

証
よ
り
･介
つ
O
此
の
勝
水
寺
断
層
は
南
東
側
落
ち
で
あ
る
O

地
水
産
断
潜
と
Ti37
に
名
づ
け
た
断
層
は
大
和
仰
山
華
南
峯
三
角
瓢
の
商
を
北
東
1
南
西
に
走
る
南
東
群
ち
の
断
層

で
あ
る
｡
地
水
藷
と
い
ふ
の
は
唐
王
殿
の
南
東
の
谷
中
に
あ
る
泉
で
あ
っ
て
､
筆
者
は
遺
憾
乍
ら
現
地
む
踏
査
し
て

居
覆

い
の
で
断
言
は
出
凍
な
い
が
'
該
断
管
は
此
の
地
水
藷
を
通
る
か
'
又
は
そ
の
断
層
に
平
行
夜
小
断
層
乃
棄
裂

醇
が
之
を
通
過
し
へ
そ
の
両
に
沿
っ
て
水
が
挽
き
出
す
の
で
は
を
い
か
と
;
･3
っ
て
､
該
断
層
に
地
水
盛
な
る
名
柄
を

附
し
た
｡
園
に
中
部
及
び
商
都
置
域
に
は
地
水
藷
断
層
に
平
行
夜
､
即
ち
北
米
-
南
簡
方
向
の
裂
櫨
が
甚
し
く
凝
達

槻
九
州
大
利
仰
山

の
柵
抱
に
就

て

嘉

九

一

九
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】
1.
m

二〇

し
て
居
る
｡

鳳
凪
満
断
簡
は
鳳
凪
溝
の
谷
に
沿
ひ
､
北
北
開
に
走
る
東
落
ち
の
断
層
で
あ
る
0

以
上
の
三
断
層
に
よ
っ
て
大
利
絹
山
続
地
は
凹
隈
域
に
分
LJ
れ
る
｡
勝
水
寺
断
層
の
北
側
を
北
部
筒
域
､
三
断
簡

で
挟
ま
れ
た
部
分
を
中
部
置
城
と
名
づ
け
､
地
水
煎
断
際
の
南
東
側
を
閥
部
低
域
と
し
､
鳳
風
構
断
簡
の
両
側
計
鳳

凪
山
筒
域
と
呼
ぶ
｡

北
部
及
び
鳳
凪
山
甚
城
を
作
る
大
利
仰
山
枕
は
大
和
銅
山
に
於
け
る
下
部
の
も
の
で
あ
っ
tJ
t
旅
大
間
の
C
暦
に

普
-
､中
部
値
域
は
族
大
開
の
d
暦
よ
り
､
南
部
障
域
は
f
暦
よ
わ
成
っ
て
居
る
.
従
っ
て
鳳
風
溝
断
層
は
某
落
ち
､

勝
水
音
及
び
地
水
産
断
櫛
は
南
米
落
ち
で
あ
る
と
判
断
ruれ
る
O
然
し
断
層
運
動
の
正
確
な
方
向
及
び
最
は
不
明
で

あ
る
｡
但
し
南
部
置
域
は
中
部
匿
域
に
射
し
北
東
は
多
少
ず
れ
た
形
跡
が
あ
る
｡

北
部
匿
域
は
二
つ
の
断
層
に
よ
っ
て
更
に
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
｡
両
断
暦
の
問
側
の
も
の
は
北
東
-

南
開
行
の
も

の
で
'
前
記
静
水
専
断
暦
の
屈
曲
鮎
に
於
で
後
者
の
間
中
ーこ
適
格
す
る
0
然
し
後
者
と
違
っ
て
北
西
落
ち
で
あ
る
O

他
の
断
暦
は
北
々
来
-
南
々
蛸
方
向
の
も
の
で
あ
っ
て
'
前
々
閥
に
中
部
置
域
の
中
に
長
-
延
び
る
｡
此
の
断
層
は

東
南
来
港
ち
で
あ
る
'
此
等
の
二
断
層
と
脚
水
寺
断
層
と
で
固
ま
れ
聖

二
角
形
の
置
城
は
用
国
に
比
し
ヱ
向
-
な
っ

た
地
魂
で
あ
る
｡
此
の
中
に
あ
る
粘
板
岩
暦
は
厚

いが
'
東
西
隣
域
の
比
較
的
薄

い
も
の
と
同
暦
準
に
あ
る
と
考

へ

ら
れ
る
｡
此
の
三
角
置
城
内
の
地
層
は
大
憎
北
束
に
走
-
'
南
束
に
約
三

〇
～
四
五
度
傾
斜
す
る
｡
然
し
此
の
中
に

北
東
寄
-
ほ
南
北
の
断
静
が
あ
か
'
そ
れ
よ
-
北
東
方
で
は
閏
北
西
に
綬
斜
す
る
珪
岩
の
露
頭
計
.見
LJ
以
外
未
踏
悪

衣
の
.i
J詳
細
は
不
明
で
あ
る
｡



西
の
隣
域
の
地
層
の
走
向
は
カ
ー
ブ
し
北
光
軸
で
兼
酉
乃
至
西
北
西
で
､
中
部
で
北
兼
と
在
-
､
浦
阿
部
で
北
々

兼
と
な
る
D
傾
斜
は
甫
乃
至
兼
覇
兼
に
三
五
-
五
〇
度
で
あ
る
｡

兼
の
隣
城
即
ち
静
水
寺
附
近

完
仰
の
川
は
東
北
東
に
延
び
た
脈
を
覆
し
て
居
る
が
'
そ
れ
は
地
層
に
支
配
n
れ
て

居
る
の
で
あ
る
.
地
層
は
大
部
分
東
北
基

1
紺
両
神
に
走
上

前
々
束
に
五

〇
･･七
五
度
傾
斜
す
る
が
､
勝
水
寺
以

来
と
在
る
と
走
向
東
筒
に
夜
少
'
蓬
に
は
北
西
に
鼻
じ
､
傾
斜
は
厚
に
在
る
｡

此
の
地
域
の
栗
側
は
南
北
の
舷
胤
屯

.
断
簡
で
限
ら
れ
て
居
る
が
'
そ
れ
よ
-
兼
､
片

塘
石
地
と
の
問
に
如
何
な
る
?
I-
の
が
あ
る
か
は
路
傍
に
路
れ
る
響
水

音
続
の
結
晶
質
石
衣
岩
層
の
外
明
で
覆

い
o

鳳
凪
山
促
成
の
大
和
仰
山
紙
は
大
機
に
於
て
北
餌
の
走
向
を
持
ち
､
北
米
に
傾
斜
し
て
居
る
が
'
よ
く
見
る
と
可

成
-
夢
化
が
あ
っ
て

走
向
問
北
開
の
乙
と
も
北
々
西
の
乙
と
も
あ
-
､
時
に
は
東
北
兼
乃
至
北
東
は
官
で
奉
る
O

傾
斜
は
約
言
す
れ
ば
北
淡
に
四

〇
-
七
〇
度
で
あ
る
｡

大
都
仰
山
批
地
の
楽
に
親
某
紙
の
南
開
崩
階
､
廿
井
子
階
よ
り
在
る
凹
角
形
の
低
域
が
あ
る
｡

該
地
層
の
走
向
､

傾
斜
に
就
で
は
比
に
暦
序
の
部
に
於
て
述
べ
た
.
此
の
置
域
は
酉
は
南
北
行
､
兼
絡
ち
の
於
風
屯
断
層
で
限
ら
れ
､

束
は
北
々
柑
-
南
々
束
'
筒
落
ち
の
大
断
暦
(
石
綿
屯
断
層
と
呼
ぶ
乙
と
は
す
る
)
及
び
北
々
兼
-
前

々
帽
'
閥
落
ち

の
大
断
暦
に
よ
っ
て
片
麻
岩
系
か
ら
介
た
れ
る
0

既

述
の
潜
水
寺
新
暦
の
西
部
で
も
岡
城
で
あ
る
が
､
断
層
運
動
の

直
接
の
形
態
(
即
ち
棚
封
的
の
昇
降
)
は
地
形
上
に
灸
-
残
さ
れ
て
居
な

い
の
み
な
ら
ず
､
高
距
の
封
立
は
運
動
の
姉

弟
と
反
封
に
在
っ
て
居
る
｡
即
ち
現
今
の
地
形
は
呑
-
岩
質
に
支
配
rb
れ
て
居
る
rJ
と
が
之
で
明
で
あ
る
｡
相
ほ
此

の
四
角
憧
域
は
南
方
は
大
和
仰
山
断
層
は
よ
っ
て
金
州
絃
南
山
階
に
接
し
て
居
る
.
但
し
南
山
階
は
砂
機
は
被
は
れ

幽
加
州
大
利
仰
山

の
柵
進
に
就
て

垂

ニ
1
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二
二

で
地
表
に
は
現
れ
な

い
｡
甫
東
隅
は
北
々
基
の
断
暦
に
よ
っ
て
片
麻
岩
と
境
す
る
0

中
部
霞
城
の
構
造

露
頭
に
つ
い
て
の
南
棟
観
察
及
び
綜
宿
的
考
察
を
行
っ
て
見
る
と
中
部
置
域
の
構
造
は
次
の

通
-
で
あ
る
(
同
版
姉
四
価
､
第

一
､
八
､
九
園
)
｡

此
の
低
域
に
於
て
は
地
層
は
北
々
東
-

福
々
四
の
精
々
急
な
稽

曲
を
JJg
す
｡
背
斜
及
び
向
斜
を
各
々
大
和
桐
山
背
斜
､
店
王
殿
向
斜
と
呼
ぶ
乙
と
は
す
る
｡
背
斜
軸
は
地
表
に
於
で

は
山
稜
維
走
路
に
略
々
平
行
に
'
そ
れ
の
二
五
〇
i
llO
O
米
酉
む
通
る
｡
向
斜
軸
は
店
王
殿
四
近
よ
-
始
ま
っ
て

北
は
延
び
る
亜
基
性
岩
岩
床
と

一
致
す
る
0
此
等
の
背
斜
及
び
向
斜
は
各
々
甫
及
び
北
に
少
し
.LJ
ッ
チ
す
る
｡

両
者

の
問
即
ち
背
斜
の
相
異
は
小
向
斜
状
の
段
を
な
し
､
切
れ
て
北
々
東
方
向
の
逆
断
層
(東
上
-
)が
生
じ
た
｡
此
の
部

分
が
既
述
の
北
西
か
ら
樽
倒
稽
曲
に
見
え
る
所
で
あ
る
O
背
斜
の
鞍
部
の
水
平
暦
(-
)が
閣
瓢
で
急
斜
し
て
鉛
直
に

達
し
(‥H
)
､
次
で
急
に
曲
っ
て
順
々
水
平
(…m
)と
な
-
､
斑
に
魚
斜
(
.
Ⅳ

)

す
る
｡
(
第
七
閲
)
｡

(

lil
)

と
(.=Ⅲ
)と
の
間

に
逆
断
層
が
あ
る
｡
耕
-
賓
は
棒
倒
し
で
居
な

5,
の
で
あ
る
が
.
斜
は
見
る
と
晒
倒
の
棟
に
見
え
る
の
で
あ
る
｡
店

王
殿
か
ら
頂
上
に
登
る
途
中
'
腺
基
性
岩
の
あ
る
揮

い
斜
両
を
過
ぎ
て
急
坂
ほ
か
J
る
と
､
帯
出
す
る
珪
岩
層
は
殆

ど
鎗
寓
に
立
っ
て
居
る
が
､
之
は
前
記
の
(‥u
)
に
潜
る
｡
東
南
東
約

<L
0
0
米
隔
つ
ね
岩
壁
に
は
向
つ
て
左
が
水
平

は
避
-
､
右
が
少
し
樽
倒
し
た
珪
岩
層
の
摺
曲
を
見
る
｡
即
ち
(･～
)
～
(
‥n

)

が
出
て
居
る
の
で
あ
る
O
急
坂
を
登
っ

て
行
-
叫
に
傾
斜
は
経
-
な
み
､
蓬
に
殆
ど
水
平
に
な
る
｡
之
即
ち
(
-
)で
あ
る
｡
今
寮
っ
た
山
明
の
北
の
山
明
を

上
下
し
て
も
ー
之
と
同
様
の
(
-

)
I

(
‥S

)
の
傾
斜
轡
化
が
見
ら
れ
る
｡
北
西
方
か
ら
稽
州
が
よ
-
見
え
る
の
は
此
の

山
燐
と
其
の
北
西
方
の
北
斜
面
で
あ
る
｡

店
王
殿
向
斜
の
底
に
入
っ
た
鯉
基
性
岩
は
珪
岩
の
暦
面
は
沿
っ
て
上
の
方

ir{で
､
即
ち
(:･B
)
の
部
分
に
irSで
露
出
す
る
｡
此
の
向
斜
の
南
船
即
ち
庸
王
殿
の
南
下
に
於
で
は
第
四
間

の
ス
ケ
ッ



チ
で
明
夜
通
-
(

‥u
)
I
(
…Ⅲ
)
の
様
な
屈
曲
は
な
-
｡

地
暦
の
傾
斜
は
庚
王
殿
の
西
下
で
は
二
〇
度
内
外
で
あ
る
｡

庸
王
殿
向
斜
の
問
巽
に
裁

て
は
聾
者
は
造
機
乍
ら
審
査
し
て
居
を
い
が
､
遠
望
に
よ
れ
ば
傾
斜
約
六
五
-
七
〇
度
で

凍
る
O

大
和
翻
山
背
斜
の
軸
の
少
し
東
を
､
そ
れ
に
平
行
に
束
落
ち
の
断
層
が
迫
る
｡
そ
れ
に
接
し
た
部
分
の
地
層
は
山

の
最
高
部
の
北
部
に
見
ら
れ
る
迫
力
'
南
に

一
〇
度
内
外
傾
斜
す
る
｡
背
斜
の
尭
巽
に
普
る
山
稜
縦
走
路
に
於
て
は

走
向
北
々
来
'
傾
斜

一
五
-
三
〇
度
兼
(
北
方
で
は
五
〇
度
に
達
す
る
所
が
あ
る
)
で
あ
る
｡

一
方
兼
梨
下
部
に
皆
る

勝
水
寺
南
方
山
曙
に
於

ては
走
向
北
々
兼
､
傾
斜
兼
五
五
-
七
〇
度
で
あ
る
0
こ
れ
よ
-
見
る
と
後
地
と
山
稜
と
の

間
の
両
隣
は
於
け
る
地
層
の
傾
斜
は
約
三
〇
度
内
外
と
在
る
｡

南
部
区
域
の
構
造

は
大
健
中
部
の
ほ
似
て
居
る
が
'
西
牛
の
地
層
傾
斜
が
亀
に
緩
慢
で
あ
る
｡
大
和
銅
山
背
斜

は
南
北
の
山
稜
は
沿
っ
て
明
に
存
在
し
､
其
の
蘭
に
唐
王
殿
向
斜
に
潜
る
盆
状
構
造
列
が
あ
る
｡

背
斜
の
束
巽
の
う
ち
中
腹
以
下
で
は
珪
岩
は
東
に
六

〇
-七
〇
度
傾
斜
す
る
｡
走
向
は
大
略
南
北
で
あ
る
が
'
五

-

一
〇
度
ば
か
ゎ
左
右
に
屈
曲
す
る
櫨
で
あ
る
｡
中
腹
以
上
で
は
傾
斜
麿
-
夜
上

山
稜
に
於
で
は
三
〇
度
以
下
と

在
る
O

大
和
銅
山
背
斜
は
正
確
は
云
へ
ば
三
～
四
の
ド
ー
ム
列
よ
り
成
る
も
の
で
あ
っ
て
､
且
つ
そ
の
中
心
は
北
部
で
は

山
稜
よ
ら
一少
し
閏
に
'南
部
で
は
少
し
兼
に
は
づ
れ
て
居
る
.
乙
の
乙
と
は
山
稜
を
通
過
す
れ
ば
よ
-
判
る
､
(第

一
､

九
間
参
照
)｡

山
稜
上
に
於
で
は
傾
斜
の
向
き
も
南
兼
に
､
或
は
覇
に
､
北
に
､
又
は
北
西
に
量
る
｡
盆
地
構
造
列

は
三
つ
の
盆
地
よ
り
成
る
0
其
の
最
北
の
も
の
は
餌
六
糊
の
ス
ケ
ッ
チ
に
示
さ
れ
る
｡
地
膚
の
傾
斜
は

一
五
度
以
下

捌

北

川大
柳仰
山

の

梯

造

に

就

て

美三

二
三
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で
あ
る
｡

次
の

致
地
は
;
稜
は

接
近
L
t
商
の

79
の
は
大
和
偶

山
政
商
の
山
峯

の
北
西
部
に
あ

っ
て
'
地
層
の

傾
斜
三
〇
度
を

超
え
る
も
の
が

あ
る
｡

此
の
峯

の
南
斜
而
即
ち

大
和
銅
山
の
商

科
両
に
露
れ
る

珪
岩
層
は
東
部

で
は
走
向
北
々
蘭
､
傾
斜
某
六
〇
-
七
〇
度
で
あ
る
が
'
中
部

･
西
部
で
は
走
向
東
西
乃
至
関
北
閏
で
､
傾
斜
北

へ

二
〇
度
内
外
と
在
る
｡
即
ち
盆
地
構
造
も
南
船
で
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
前
部
置
域
の
構
造
は
中
部
匿
域
の
に
大
鰭
似
て
居
る
が
､
後
者
に
此
し
て
梢
曲
解
-
､
地
野
傾
斜
造



ほ
緩
慢
で
あ
っ
て
ー
背
斜
及
び
向
斜
は
各
々
ド
ー
ム
列
及
び
盆
地
列
と
在
-
1
速
に
山
の
南
端
に
至
っ
て
向
斜
は
仝

-
滑
滅
し
去
る
｡
然
し
来
巽
の
傾
斜
は
中
部
置
城
に
於
け
る
よ
･J1
79
急
で
あ
る
｡
餌
は
背
向
斜
の
位
置
よ
-
見
る
と

比
蓮
の
通
わ
南
部
置
域
は
中
部
置
域
に
対
し
て
北
東
に
ず
れ
て
居
る
｡

稽
曲
構
造
の
綜
括

地
質
同
に
見
ら
れ
る
迫
･C,､
断
層
は
摺
曲
暦
を
切
っ
て
居
る
が
'
逆
に
断
層
は
摺
曲
し
て
軒

な

い
｡
従
っ
て
稽
曲
は
断
暦
遊
動
に
先
ん
じ
て
行
ほ
れ
た
rJ
と
が
明
で
あ
る
｡
霜
で
断
暦
に
よ
っ
て
挺
位
を
受
け
カ

稽
曲
を
其
の
脱
形
に
復
啓
し
て
見
る
と
､
摺
-;
暦
の
走
向
は
北
兼
部
で
は
東
関
乃
至
北
東
で
あ
る
が
､
北
甲
-
南
東

の
線
を
軸
と
し
て
走
向
が
轡
曲
L
t
走
向
北
々
東
乃
至
南
北
と
夜
少
､
南
西
練
で
は
北
々
西
乃
至
北
西
に
樽
ず
る
.

大
和
翻
山
統
及
び
関
東
統
仝
鰭
と
し
て
は
大
磯
東
方
に
傾
斜
し
て
居
る
が
､
現
今
見
ら
れ
る
朗
で
は
大
和
荷
山
統
の

み
が
摺
州
を
覆
し
て
居
る
｡
関
東
舵
も
神
曲
し
た
の
で
あ
る
が
'
其
の
部
分
は
班
に
例
刻
rD
れ
て
春
L
を
い
の
で
あ

る
｡

大
和
桐
山
続
の
摺
曲
も
其
の
弧
さ
は
部
分
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
-
､
中
部
で
最
79
張
-
､
南
部
で
は
窮
-
夜
-

蕗
に
南
端
で
摘
滅
す
る
｡
摺
州
の
最
も
弧
い
箇
所
で
は
摺
曲
に
沿
っ
て
逆
断
層
が
生
じ
た
O

大
和
仰
山
に
於
け
る
震
旦
系
の
走
向
は
金
州
断
層
以
西
の
地
層
の
走
向
が
大
磯
北
兼
で
あ
る
の
け
此
し
て
'
甚
し

-
相
違
が
あ
-
'
又
大
和
翻
両
断
暦
以
南
に
於
け
る
北
々
西
の
甫
山
階
の
走
向
と
も
典
少

'
局
部
的
異
常
を
不
し
て

居
る
｡

兜
に
大
利
爾
山
に
於
け
る
震
旦
系
(大
和
繭
山
統
及
び
槻
兼
統
)が
大
醍
兼
方
に
傾
斜
す
る
と
言
つ
ね
が
'
更
に
庚

-
考

へ
て
見
る
と
'
之
は
畳
に
東
方
は
傾
-
と

い
ふ
だ
け
で
な
-
'
大

き
を
背
斜
の
尭
罪
が
大
和
仰
山
を
構
成
す
る

と
想
像
さ
れ
る
｡
此
の
背
斜
が
金
州
背
斜
に
普
る
も
の
で
在

5,か
と
ー
･3
は
れ
る
｡
即
ち
金
州
背
斜
の
血

が
金
州
断
暦

蜘
火
州
大
利
仙
川
の
構
造
に
15
g
て

こ宝

二
五



地

球

姉
十
八
谷

鰐
川
批

二
宍

二
六

以
西
で
は
北
間
乃
寅
蛸
北
西
で
あ
る
が
'
以
東
で
は
樽
向
し
て
東
西
に
を
-
'
東
北
東
に
鼻
-
'
そ
れ
よ
-
時
計
の

針
の
向
き
に
E3で
カ
ー
.'b
し
て
進
に
大
和
伯
山
に
於
け
る
走
向
に
を
つ
ね
と
推
定
さ
れ
る
｡

地
殻
運
動
の
時
期
と
順
序

既
に
他
の
報
文
(
9
㌧
11
)
で
託
し
ね
が
､
閲
兼
州
の
筆
者
が
調
べ
た
範
囲
に
於
け
る

地
殻
遊
動
の
主
な
も
の
は
倣
雁
紀
未
又
は
白
軍
紀
中
葉
に
於
け
る
稽
曲
運
動
､
第
三
紀
中
頃

(
漸
新
世
の
終
-
か
ら

中
新
世
)
の
断
簡
運
動
で
あ
る
｡
そ
し
て
断
層
鎚
動
は
次
の
順
序
で
行
は
れ
ね
O

(
こ
東
北
東
乃
至
束
縛
(
柿
に
北
々
兼
に
樽
ず
る
)
の
正
断
層

(
二
)関
北
間
の
正
断
層

(
≡
)支
郷
方
向
即
ち
北
々
栗
の
正
断
層

(
凹
)朝
鮮
方
向
即
ち
北
々
酉
の
正
断
暦

但
し
(
一
)
よ
土

別
に
摺
曲
に
揮
っ
て
又
は
そ
れ
か
ら
飴
少
隔
ら
覆

い
時
期
に
衝
上
が
珪
じ
'
次
で
同
じ
方
向
に
正
断

層
が
出
水
た
0

大
和
伯
山
に
封
し
て
も
右
の
こ
と
が
大
磯
に
於
壬
芯
へ
る
｡
飴
し
正
断
暦
の
中
(
二
)
は
存
在
し
覆

い
｡

大
和
仰
山
は
於
け
る
地
殻
運
動
の
時
期
は
右
に
述
べ
た
通
わ
で
'
即
ち
摺
曲
は
中
壁
代
末
期
に
'
正
断
層
は
主
と

し
て
第
三
紀
叶
兼
に
生
じ
カ
｡
而
し
て
詳
し
い
順
序
は
次
の
通
･ctと
瓜
は
れ
る
｡

(
-こ
摺
曲
､
そ
れ
に
揮
っ
て
大
和
館
山
背
斜
の
間
翼
に
道
断
暦
が
塵
じ
ね
O

(
二
)
右
の
逆
断
暦
の
東
に
､
そ
れ
に
平
行
を
正
断
暦
が
生
じ
た
.
以
上
は
中
錐
代
'
以
下
は
第
三
紀
の
出
来
事
で

あ
る
0



(
≡
)東
北
兼
の
断
層
即
ち
大
和
仰
山
の
南
を
限
る
大
和
仰
山
断
層
在
る
大
断
暦
が
珪
じ
ね
｡

(
四
)北
東
の
断
層
､
即
ち
脚
水
寺
断
層
故
地
水
産
断
層
の
生
成
其
の
他
石
綿
屯
の
甘
井
手
階
と
片
麻
岩
と
を
割
す

る
北
々
光
断
暦
も
此
の
時
期
の
も
の
で
あ
ら
う
｡
既
報
の
迫
-
勝
水
車
断
暦
の
東
平
は
尭
北
米
に
鴨
向
す
る
｡
塵
向

鮎
よ
り
虻
に
北
東
に
延
び
る
新
暦
も
同
時
期
に
出
水
乃
も
の
で
あ
ら
う
.

(五
)北
々
蘭
断
暦
即
ち
鳳
凪
溝
断
層
及
石
綿
屯
断
層
の
生
成
｡
鳳
風
溝
断
簡
に
よ
っ
て
勝
水
寺
断
層
は
著
し
-
離

断
す
る
に
至
っ
た
.｡
稔
胤
屯
断
層
は
北
倣
束
の
方
向
を
有
す
る
が
､
恐
ら
-
同
じ
時
期
の
も
の
で
あ
ら
う
.

盟
碁
性
岩
貫
入
の
時
期

此
の
時
期
は
何
れ
の
岩
礁
に
就
で
も
同

一
で
あ
る
と
考

へ
る
｡
鰻
基
性
岩
は
殆
ど
す
べ

て
の
場
合
岩
床
と
し
て
賢
人
し
て
居
る
が
'
既
託
の
如
-
山
稜
粧
走
路
に
は
北
々
来
断
層
に
平
行
な
裂
櫨
に
沿
っ
て

岩
脈
を
な
し
､
地
水
産
断
暦
及

び
桧
嵐
屯
断
暦
の
交
倉

淵
附
近
で
も
弼
者
'
殊
に
前
者
に
沿
っ
て
鯉
基
性
岩
が
敬
遷

し
て
屠
る
｡

従
っ
て
貫
入
の
時
期
は
前
逃
し
72
第
正
朔
の
断
層
生
成
後
と
考

へ
･i
lれ
る
｡

凹
､
地

形

管

見

筆
者
は
苗
で
大
和
楯
山
の
地
形
に
就
て
金
紋
的
ほ
論
逃
し
ょ
う
と
す
る
の
で
は
を

い
｡
唯
従
凍
番
表
さ
れ
た
乙
と

が
な
-
て
'
筆
者
の
菊
の
つ
5,
で
居
る
鮎
を

一
二
述
べ
る
｡

大
和
尚
山
に
於
け
る
平
坦
両

班
に
他
の
報
文
(
9
､
10
)
で
託
し
ね
が
､
金
州
の
北
方
に
あ
る
平
山
は
名
の
示
す

通
力
平
坦
な
頂
を
持
っ
て
居
て

聾
者
は
該
卒
川
面

を
遼
東
准
平
原
よ
I
も

古

い
時
期
の
唯
平
原
の
造
物
と
考

へ
て

居
る
.
此
の
地
形
而
は
種
々
の
方
向
の
断
層
を
切
っ
て
居
る
の
で
､
此
の
古

い
唯
平
原
は
第
三
紀
断
簡
運
動
の
終
了

跳
水
州
大
利
仰
山
の
秘
法
に
放
て

二
六
七

二
七



地

球

妨

十
八
各

節
的
披

二
宍

二
八

枚
に
作
ら
れ
た
rJ
と
が
判
る
.
之
に
該
常
す
る
両
は
他
の
地
域
に
も
春
准
す
る
で
あ
ら
う
か
O
此
の
間
は
勤
し
で
は

未
だ
確
答
が
典

へ
ら
れ
老

い
｡

然
し
大
都
仰
山
の
地
形
を
熟
租
す
れ
ば
､

多
少
働
聯
し
て
居
る
ら
し

い
地
形
を
見

出
す
｡

先
づ
唐
王
殿
附
近
の
(海
按
四
〇
〇
-
五
〇
〇
米
の
間
の
)
塵
基
性
岩
の
露
出
す
る
部
分
は
他
の
部
分
に
此
し
て
甚

だ
厚

い
傾
斜
計
を
し
て
居
る
｡
乙
れ
は
珪
岩
と
鯉
韮
性
岩
と
は
於
け
る
差
別
的
淀
蝕
の
結
果
で
あ
っ
て
皆
然
と
云
へ

る
が
'
其
の
高
批
を
考

へ
は
入
れ
て
見
る
と
或
は
前
記
の
平
山
卒
粗
面
と
何
等
か
の
陶
係
が
あ
-
は
し
を

い
か
と
云

ふ
未
が
す
る
.

虹
に
大
和
細
川
の
他
の
部
分
は
就

て薯
へ
完
全
夜
平
坦
面
で
な
-
と
7P
､
飴
-
高
距
の
鍵
化
の
な

い

山
稜
の
有
無
を
調
べ
て
見
る
と
確
か
に
存
在
す
る
pJ
と
が
知
れ
る
｡

地
水
爺
の
谷
の
南
側
の
支
山
稜
は
多
少
の
凹
凸
は
あ
る
が
大
髄
四
〇
〇
米
内
外
の
高
n
を
保
っ
て
約
七
五
〇
米
の

間
伸
び
て
居
て
､
地
水
壷
断
層
を
別
に
切
っ
て
切
る
｡
北
部
置
域
に
於
で
は
山
稜
が
大
悦
凹
0
0
-
四
五
〇
米
の
高

さ
を
以

て長
-
鵜
は
る
.
四
二
四
･五
米
の
峠
か
ら
五
五
六
･
六
米
の
水
準
鮎
北
下
ま
で
の
間
も
同
様
で
､
妹
に
四
五

〇
兼
よ
旦
向
い
部
分
の
方
が
傾
斜
が
緩

い
｡
南
部
置
域
に
於
で
は
前
記
四
〇
〇
米
内
外
の
支
山
稜
が
合
す
る
桝
よ
む

以
南
の
主
山
稜
も
長
-
辿
る
｡
無
し
高
さ
は

1
段
高
-
'
凹
五
〇
米
或
は
五
〇
〇
米
を
超
安
る
O

斯
様
に
し

て大
和
荷
山
に
は
四
〇
〇
米
内
外
'
凹
0
0
-
四
五
〇
光
'
或
は
五
C
O
米
を
超
え
空
肝
さ
の
山
稜
が

長
-
頂

い
て
居
る
｡
此
の
輩
は
決
し
て
偶
然
の
現
象
で
は
な
-
'
平
坦
両
の
逸
物
を
情
示
す
る
も
の
で
は
を

い
か
と

皿
は
れ
る
｡
そ
の
而
は
恐
ら
-

一
つ
で
は
を
-
二
つ
あ
る
の
で
あ
ら
う
｡
唐
王
殿
附
近
で
は
そ
れ
が

一
つ
に
な
っ
て

居
の
る
か
も
知
れ
覆

い
｡
何
れ
に
し
て
79
捕
る
平
坦
而
乃
至
山
稜
(
暇
想
平
坦
面
と
総
桐
す
る
こ
と
に
す
る
)
の
上
に



敢
高
潮
が

7
投
高
-
襲
え
て
居
る
の
は
非
貨
で
あ
る
｡

此
の
暇
想
平
坦
何
は
恐
ら
-
平
出
の
平
坦
而

(
平
山
洞
と
臓
に
呼
ん
で
程
-
)
に
蒔

い
て
居
た
も
の
と
考

へ
ら
れ

る
｡
此
等
が
終
末
唯
平
原
で
あ
る
か
､
以
初
唯
平
原
で
あ
る
か
は
判
ら
在

い
が
､
既
に
遼
東
唯
平
原
が
楽
浪
唯
平
原

に
封
比
rb
れ
る
以
上
は
'
平
山
両
は
小
林
畢
士
の
朝
鮮
の
六
甘
山
両
に
替
る
7P
の
で
は
な
か
ら
う
か
｡
朝
鮮
に
於
け

る
と
同
様
遮
光
牛
島
に
も
､
中
新
世
に
於
け
る
平
坦
面
の
形
成
後
､
曲
隆
が
行
は
れ
､
其
庭
に
遼
東
唯
平
原
が
造
ら

れ
た
も
の
と
想
は
れ
る
｡

以
上
の
考
察
は
甚
だ
幼
稚
'
未
熟
で
あ
る
が
､
地
形
や
地
史
か
ら
兄
で
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
'
弦
は
託

し
て
同
率
諸
贋
の
御
叱
正
を
希
望
す
る
次
筋
で
あ
る
｡

朝
陽
寺
前
に
於
け
る
河
の
.節
奪
､東
北
東
方
よ
わ
教
し
､朝
陽
寺
の
前
を
迫
過
し
た
所
で
急
に
北
方
に
樽
向
し

て小

峡
谷

.を
造
っ
て
響
水
寺
の
前
に
出
で
､
史
に
北
々
酉
に
流
れ
て
北
大
河
に
合
す
る
河
が
あ
る
.
そ
の
河
の
朝
陽
寺
前

及
び
そ
れ
以
来
の
南
側
に
は
拙
速
の
通
か
約

一
〇
米
高
の
砂
漉
段
丘
が
発
達
す
る
'
而
し
て
此
の
谷
の
趨
向
を
軸
組

す
る
に
寧
ろ
鳳
凪
溝
の
谷
の
方
向
と
よ
く
調
和
す
る
0
以
上
の
諸
事
貸
､
即
ち
(
-i
)河
流
の
急
樽
向
､(
二
)噛
向
瓢
の

下
流
に
放
け
る
峡
谷
の
存
在
､
(
≡
)噛
向
鮎
の
傍
に
あ
る
高
雅
磯
暦
､(
四
)鴨
向
瓢
よ
-
上
流
の
河
谷
の
方
向
'
平
面

概
形
が
､該
磯
暦
の
あ
る
附
近
よ
-
礁
す
る
隣
の
河
谷
の
方
向
､
卒
何
形
と
よ
-
調
和
す
る
乙
と
等
の
春
寒
は
朝
陽
寺

よ
･･L
上
流
の
河
が
嘗
っ
て
鳳
風
柿
の
谷
に
流
れ
で
居
た
rJ
と
､
即
ち
鳳
風
溝
の
谷
は
嘗
っ
て
は
胡
陽
寺
前
の
川
の
上

流
域
ま
で
延
び
て
居
た
乙
と
h
L示
す
.
懲
鳳
風
溝
の
河
が
響
水
寺
前
を
流
れ
る
猛
烈
を
浸
蝕
力
を
有
す
る
河
は
よ
っ

て朝
陽
寺
前
に
於
で
裁
頚
さ
れ
な
の
で
あ
る
｡
前
記
段
丘
堆
積
物
は
背
鳳
風
溝
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
｡
此
の
胡
陽
寺

捌
北
州
大
和
仰
山

の
締
出
に
試
て

]

'.iハ
九

二
九



地

球

節
十
八
各

節

凹
批

云
〇

三
〇

前
の
河
の
争
奪
に
就
て
は
今
荷
ほ
費
表
し
九
人
が
覆

い
様
で
あ
る
か
ら
鼓
は
託
し
て
参
考
に
供
し
た
次
第
で
あ
る
｡

五
､
地

史

的

摘

要

(
li
)粘
土
栗
岩
及
び
石
衣
岩
よ
少
成
る
尊
水
等
統
(
恐
ら
-
古
期
以
年
代
)中
に
花
園
岩
が
貫
入
し
て
前
者
を
鼻
貿

せ
し
め
'
両
者
の
密
接
部
は
貫
入
片
麻
岩
と
な
っ
た
｡

¢

ハ
エ
)大
和
仰
山
統
(震
且
系
下
部
)
は
智
水
音
紋
を
平
行
不
盤
合
に
彼
我
し
て
堆
積
し
た
｡
其
の
厚
n
恐
ら
-
二
〇

〇
〇
兼
に
達
し
'
其
の
下
部
は
六
〇
〇
米
で
'
主
と
し
て
班
岩
よ
少
威
力
､
粘
板
岩
-
排
坂
岩
昔
HLJ爽
み
､
北
部
及

び
鳳
風
山
隈
域
を
構
成
す
る
O
中
郷
層
も
約
六
〇
〇
米
の
厚
さ
を
有
し
､
殆
ど
金
-
珪
岩
よ
か

成
-,1

時
に
粘
板
岩

層
を
爽
み
､
中
部
置
域
'霊
氾
る
｡
中
部
暦
は
南
部
置
城
を
な
す
も
の
で
､
全
-
珪
岩
よ
わ
戚
み
､
厚
さ
少
-
と
も
七

〇
〇
米
以
上
あ
る
｡

(
三
)大
和
桐
山
銃
の
上
に
闘
尭
統
(麓
且
系
上
部
)が
整
合
的
に
堆
積
L
t
大
和
仰
山
束
腹
下
部
及
び
其
の
東
に
現

れ
て
居
て
'
そ
れ
等
は
千
枚
状
粘
板
岩
よ
ら
由

る
長
嶺
子
階
'
珪
貿
石
衣
岩
の
南
舶
載
階
及
び
白
雲
岩
よ
-
･成
る
甘

井
手
階
に
介
光
れ
る
｡

(
I
)的
東
続
の
上
に
金
州
統
(
下
部
遮
武
系
)南
山
階
が
略
々
整
合
的
は
沈
積
し
た
｡
其
の
後
中
部
奥
陶
紀
ま
で
堆

積
し
､
次
に
乾
陸
が
蕉
じ
､
更
に
石
炭
系
及
二
盈
系
を
堆
積
し
た
｡
志
留
利
む
系
も
堆
積
し
た
か
も
知
れ
な

い
が
確

笹
は
覆

い
｡

(
五
)

恐
ら
-
三
鼎
紀
に
徴
弱
在
地
政
運
動
が
起
-
､

ド

ー

ム
や
盆
地
が
珪
じ
た
で
あ
ら
う
が
'
其
の
後
粥
川



期
(侠
雅
紀
末
文
は
中
潮
白
墨
紀
)
の
慶
動
は
際
し
て
上
靴
の
緒
地
層
は
摺
-;
し
た
｡
大
和
仰
山
に
放
て
は
地
膚
の
走

向
が
鞘
米
州
の
地
層

山
敗
的
走
向
と
違
っ
て
局
部
的
典
骨
を
量
し
､
帖
南
北
で
あ
っ
て
金
健
と
し
て
の
傾
斜
の
向
d
lJ

は
光
で
あ
る
｡
現
今
見
ら
れ
る
所
で
は
略
々
南
北
の
山
稜
に
沿
以
又
は
少
し
紺
に
背
斜
軸
が
あ
-
､
更
に
そ
の
酉
に

向
斜
が
存
す
る
｡
然
し
南
に
行
-
ほ
従
っ
て
摺
曲
の
弧
さ
が
減
じ
､
蓬
に
向
斜
が
消
滅
す
る
.
摺
曲
の
澱
も
強
い
所

(
些
長
峯
の
北
蘭
側
)
で
は
背
斜
の
.E
艶
は
史
に
璽

且
暦
と
水
平
暦
に
折
れ
曲
少
､
凍
上
-
の
逆
断
層
が
生
じ
た
.

次
で
そ
れ
に
平
行
に
其
の
光
に
正
断
層
が
捷
じ
た
Q

(六
)時
期
は
琴
b
-
約
三
配
中
葉
(
漸
新
世
束

-
中
新
世
)と
瓜
は
れ
る
が
'
断
簡
鎚
動
が
起
っ
た
｡

東
北
東
方
向

の
大
断
層
が
光
づ
生
じ
､
大
都
仰
山
の
南
棟
が
限
ら
れ
'
大
和
仰
山
続
は
南
に
南
山
階
と
接
す
る
に
至
っ
た
｡

次
に
北
某
の
断
暦
が
造
ら
れ
'
敢
後
に
北
々
西
の
も
の
が
出
水
ね
｡
そ
れ
等
の
中
に
は
川
の
東
側
に
於
で
片
麻
岩

系
と
開
架
統
乃
東
大
和
仰
山
統
と
を
劃
す
る
大
断
層
が
あ
る
0

断
暦
迦
動
の
直
接
の
影
砂
は
現
地
形
に
余
-
現
れ
て
居
な

い
｡
長

い
間
の
浸
蝕
は
其
の
影
響
を
消
し
去
っ
た
､
岩

肇
が
地
形
を
支
配
す
る
の
で
あ
る
｡

(
七
)

平
山
所
と
順
鞘
す
る
三
〇
〇
-
五
〇
〇
光
の
高
さ
の
卒
粗
面
が
鋼
米
州
に
造
ら
れ
穴
と
想
像
さ
れ
る
｡
大

和
銅
山
に
は
凹
0
0
-
五
O
○
米
の
高
距
に
其
の
造
物
と
恩
は
れ
る
も
の
が
存
す
る
｡

(
A
)其
の
後
の
仙
隆
は
浸
蝕
を
復
活
せ
し
め
'
土
地
は
深
-
駅
-
浸
蝕
例
刺
さ
れ
て
遼
東
准
平
原
が
形
成
さ
れ
る

に
重
力
'
大
和
銅
山
は
差
別
的
浸
蝕
に
ょ
ゎ
､
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
と
し
て
残
っ
た
.

弓
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文
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大
和
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に
就

い
て
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蕊

告醐

浦
洲
雌
火
州
地
盟
約
悲
報
骨
(
大
正
四
舛
)

野
口
何
桁
淡
岡
地
封
説
明
沓
(
大
正

]
四
郎
)

凪
凧
城
樹
怖
及
同
地
鰐
散
朋
沓
(
昭
利
二
年
)

遮
光
串
良
に
狂
接
す
る
仰
謂
低
位
椎
嘩
平
原
と
そ
の
紙
桃
獣
に
試
て
'
地
和
畢
評
論
節
桝
谷
'
九
二
九
-
九
四
〇
許
'
昭
利
三
中

大
利
付
山
地
質
案
内
略
氾
'
中
日
文
化
協
骨
発
行
｢
大
利
仰
山
し
こ
ハ
-
倒
六
好
'
昭
利
託
畔

地
桝
的
に
軌
た
大
利
仰
山
､
同
話
四
七
-
六

五
貫

準
平
原
の
地
形
計
測
的

一
考
察
､
地
秋
単
称
給

大
谷
､
五
二

〇
-
五
二
五
冗
'
昭
利
誠
咋

酌火
州
大
利
仰
山
に
於
け
る

片
腕
岩
と
釆
且
糸
球
J:方
Lb
と
の
鯛

係
に
就
て
'
小
川
珠
i:
帖
i
i
迎
併
祉
念
地
騨
諭
粒
'
昭
和
五
中

軸
米
州
企
州
附
近
ノ
地
蟹

.I
就
テ
'
施
術
工
科
大
喫
稚
拙
日
新

1
各
節

-
雛
､
昭
和
五
昨

春
犬
飼
桁
及
同
地
戯
批
判
者
(
昭
利
六
咋
)

O
n
th
e
M
e
so
z
o
ic
a
n
d
T
e
r
tiar
y
C
ru
stat
M
o
vem
ents
in

the
内
u

an･tun
g
Province.

S
o
u
t
h
A
h

nch弓
ia
,
P
ro
c
･

Imp
er
･
A
cad･V
lZ
(1931)一
N
o
,
7･

閥
火
州
企
州
川
水
子
関
の
他
部
に
就

て

'
旋
肘
工
科
大
尉
報
せ
鮮
一
各
節
凹
挑
'
昭
利
六
年

的
水
川
の
琵
且
系
(
摘
饗
)
'
地
質
離
郷
港
'
昭
利
七
舛

蒲

洲

の

気

候

直

入

江

久

夫

一
地
方
の
自
然
乃
至
文
化
景
観
を
制
定
せ
ん
と
す
る
に
常

-lエ
利
便
は
そ
の
基
礎
修
件
を
な
す
｡
本
文
は
備
洲
の
景

観
的
研
究
の

一
前
提
と
し

ての
東
棟
を
低
調
す
る
を
目
的
と
す
る
O


